
◆ 

仲な
か
が
み上　
君き

み
え江

さ
ん
（
西
大
路
）

　

４
月
９
日

（
木
）
に
お
誕

生
日
を
迎
え
ら

れ
、
町
長
を
は

じ
め
関
係
者
が

お
祝
い
に
伺
い

ま
し
た
。

　

仲
上
さ
ん
は

好
奇
心
旺
盛

で
、
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
や
大
正

琴
な
ど
新
し
い

こ
と
に
た
く
さ

ん
挑
戦
さ
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

長
寿
の
秘ひ

訣け
つ

は
「
家
族
の
お
か
げ
」
と
の
こ
と

で
、
今
は
お
孫
さ
ん
や
曾ひ

孫ま
ご

さ
ん
と
の
お
散
歩
を

楽
し
み
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
体
を
大
切
に
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
い
て

く
だ
さ
い
。

１
０
０
歳

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

長
寿
福
祉
課　
高
齢
者
福
祉
介
護
担
当

☎
０
７
４
８-

５
２-

６
５
０
１

問

寄付･寄贈のお礼
町内小中学校の新入
生に花束と文房具を
寄贈いただきました

　株式会社奥田工務店様から、
入学する子どもたち（小学１年
生、中学１年生）に、地域の人
たちが新入学を祝福しているこ
とを知ってもらうため、お祝い
の花束と文房具（小学生に鉛筆、
中学生にシャープペンシル）を
寄贈いただきました。
　また、読売センター日野様と
読売新聞大阪本社様から、町内
の小学校に入学する子どもたち
に、お祝いの文房具（自由帳、
鉛筆、漢字ポスター、ポーチ）
を寄贈いただきました。

町内小学校の５年生
に蒲

が も う

生氏
う じ さ と

郷の書籍を
寄贈いただきました

　このほど、蒲生
氏郷公顕

けん

彰
しょう

会
かい

が
「日野の英雄　蒲
生氏郷を知る」の
書籍を刊行され、
その書籍を町内の小学５年生
（182人）に寄贈いただきました。
　４月27日（月）、蒲生氏郷公
顕彰会の奥

おく

田
だ

会長・堀
ほり

江
え

副会長
ならびに執筆された若

わか

林
ばやし

副会長
を日野小学校にお迎えし、５年
１組の児童が町内の全５年生を
代表して直接お話を伺いました。
　子どもたちが、日野のたから
である歴史と伝統文化を継承し
て、自分たちの町を大切にして
いこうとする心を育み成長して

くれるこ
とを期待
します。

公園にベンチを
寄贈いただきました

　岸
きし

村
むら

新
しん

一
いち

様（南比都佐）から、
大谷公園・蔵王ダム公園内での
休憩用にと手作りの木製ベンチ
４脚を寄贈いただきました。
　岸村様には昨年度にも大谷公
園・松尾公園にベンチを寄贈い
ただいています。
　ベンチを通して木の温かみや
ぬくもりを感じていただければ
とおっしゃっておられました。
　来園された際にはぜひご利用
ください。大切に使用させてい
ただきます。

ありがとうございました
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「
二は

た

ち
十
歳
の
つ
ど
い
」を

ふ
る
さ
と
日
野
町
で

　
町
で
は
、
20
歳
の
節
目
を
お
祝

い
す
る
た
め
、「
二
十
歳
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

【
と　
き
】令
和
９
年
１
月
10
日（
日
） 

10
時
30
分　
開
式

【
と
こ
ろ
】わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹　
大
ホ
ー
ル

【
対
象
者
】�平
成
18
年
４
月
２
日
～

平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

ふ
る
さ
と
で
二
十
歳
の
つ
ど
い
に
参
加
し
よ
う

　

町
外
へ
転
出
さ
れ
た
方
で
、
日
野
町
の
二
十
歳
の
つ
ど
い

へ
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
20
歳
に
な
る
皆
さ
ん
自
ら
が
企
画
・
運
営
す
る

形
で
式
典
を
開
催
し
ま
す
。
自
分
た
ち
の
手
で
思
い
出
に
残

る
式
典
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
一
生
に
一
度
の
式
典
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
み
よ
う
！
と
い
う
方
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　
15
名
程
度
（
各
公
民
館
単
位
で
男
女
各
１
名
程
度
）

応
募
締
切　
９
月
30
日
（
水
）

応
募
方
法　

�

生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
、

ま
た
は
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
実
行
委
員
の
活
動
開
始
は
10
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

～
子
育
て
を
応
援
す
る
温
か
い
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
お
力
を
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
＆
講
座
の
開
催

　
町
で
は
、
0
～
3
歳
く
ら
い
の
親
子
が
参
加
す
る“

遊

び
の
ひ
ろ
ば”

な
ど
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
見
守
り
を
し

た
り
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
、「
子
育
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
に
あ
た
り
、「
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
基
礎

知
識
を
学
ぶ
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
講
座
を
受
講

し
、
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
対　
象
】�

子
育
て
に
関
心
が
あ
り
、子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
町
内
の
子
育
て
支
援
事
業
で
活
動

い
た
だ
け
る
方

【
受
講
料
】
無
料

【
申
し
込
み
方
法
】

　

申
込
フ
ォ
ー
ム
・
チ
ラ
シ
の
申

し
込
み
用
紙
（
提
出
も
し
く
は

F
A
X
）・
電
話
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊�

申
し
込
み
用
紙
付
き
チ
ラ
シ
は
、
組
回
覧
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
つ
ど
い
の
ひ

ろ
ば
『
ぽ
け
っ
と
』、
各
公
民
館
、
図
書
館
、
子
ど
も
支
援

課
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

【
申
し
込
み
期
限
】
6
月
25
日
（
木
）

＊�

全
日
程
の
受
講
が
で
き
な
い
方
や
、
子
ど
も
さ
ん
を
連
れ
て

の
受
講
の
場
合
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
内
容
な
ど
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と　き ところ 内　容

第
１
回

６月29日（月）
10時～12時

保健センター　和室
（河原一丁目１番地）

開講式（オリエンテーション）　参加者交流
○ボランティア活動とは？
○日野町の子育て支援事業について
○�子どもが喜ぶ手遊びやふれあい遊びと�
絵本の読み聞かせ

第
２
回

７月10日（金）
10時～11時45分

日野公民館
多目的ホール
（中道二丁目12番地）

○ボランティア体験
　いずれか一日以上、参加してください。
・７月10日（金）
　親子運動ひろば　運動遊び
　＊参加されるお子さんのきょうだいの見守り
・７月14日（火）
　『ぽけっと』ガムテバッグ作り
　＊参加されるお子さんの見守り

７月14日（火）
10時～11時30分

つどいのひろば
『ぽけっと』
（河原一丁目１番地）

第
３
回

７月31日（金）
10時～12時

保健センター　和室
（河原一丁目１番地）

○ファミリーサポートセンターについて
○子どもの健やかな成長を見守るために
○子どもの育ち・大人の務め
閉講式（ボランティア登録）

受講申込フォーム

申込フォーム

教
育
委
員
会
事
務
局　
生
涯
学
習
課

☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
6

問
申

日
野
町
子
育
て
支
援
チ
ー
ム
事
務
局（
子
ど
も
支
援
課
内
）

☎
0
7
4
8- 

5
2-

6
5
8
3　
F
A
X 

0
7
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0
0
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問
申
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